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第１ はじめに 

１ 川中島地区防災計画とは 

災害対策基本法の改正(平成 26年４月１日から施行)により、市町村の居住者

及び事業者は「地区防災計画」の策定が義務づけられ、自助、共助による自発的

な防災活動等について、計画的に防災対策を推進することとされました。 

 このため、川中島町住民自治協議会は「川中島地区防災計画」を策定し、今後

起こりうる大規模災害に備えることとしました。 

 防災計画 → 計画的防災対策の推進 

  ・中央防災会議(内閣府)     →  防災基本計画 

  ・指定行政機関、指定公共機関   →  防災業務計画 

  ・都道府県、市町村防災会議   →  地域防災計画 

    ・市町村の居住者、事業者    →  地区防災計画 

   

２ 「川中島」という地名の由来 

「承徳２年(1098)８月犀川洪水があり、爾来、更級郡の平坦部に二条の支川を

生じ、千曲川に入る。これより富部、池、氷鉋の三郷島状をなせりという。この

形状は、足利氏の末代に至りても変せず川中島の称起こる。」と、「更級郡誌(大

正３年３月)」にあります。 

「更級郡誌」によれば川中島町は、千曲川と犀川との間に挟まれた三角地帯で

あり、そこに洪水によって３つの島ができたことにより、中州(中島)ということ

から「川中島」という名が付いたと説明されています。 
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第２ 地区防災計画 

１ 基本的な考え方 

  大規模災害が発生した直後は、浸水や建物の倒壊による交通網の寸断、火災

の同時多発などにより、消防や警察などの防災機関が十分に対応できない可能

性があります。そんな時、力を発揮するのが「隣近所をはじめとした地域の協

力体制」互助・共助です。 

 実際に、阪神・淡路大震災や、東日本大震災の時は、地域住民が自発的に救

出・救助活動や救援活動を行い、多くの人命を救うとともに、その後の復旧・

復興にも大きな力を発揮しました。 

  避難所生活が長引く場合にも地域住民が助け合って、様々な困難を乗り越え

なければなりません。 

私たちは、「自分たちのまちは自分たちで守る。」という心構えで、地域のみ

んなで助け合いながら、災害に強い街づくりを進めます。 

 ※〇〇自主防災会防災計画(例) 参照 

 

２ 対象地区 

  本計画の対象となる川中島地区は、長野市川中島町に属する 13 行政連絡区

が該当する。 

犀

川

の

昔

の

自

然

流

路 
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３ 地域で予想される災害 

(1) 地震災害による被害 

長野市が、過去に大きな影響を及ぼした地震災害を分析した「地区別防災カ

ルテ」による震度分布図及び液状化危険度は、別図 1 のとおりです。また、川

中島地区の地震による震度予測、地震動による建物被害率は、別図２のとおり

です。 

なお、地震による被害予測結果（冬の 18時の場合）は、次表のとおりです。 

項    目 長野盆地西縁断層帯地震 糸魚川静岡構造線断層帯地震 

震度 ６弱～６強 ５強～６弱 

建

物 

全壊   482棟  21棟 

半壊 1,662棟 412棟 

火

災

被

害 

全出火件数 ２件  ０件 

炎上出火件数 １件 ０件 

残出火件数 １件 ０件 

焼失棟数 ０棟 ０件 

人

的

被

害 

死者  28人 １人 

負傷者 353人 65人 

うち重傷者 86人 ３人 

自力脱出困難者  80人 ４人 

・川中島町の概要 

人口    ２７,３７４人 

世帯    1１,０２６世帯 

面積         １０.44㎢ 

東西           ２.8㎞ 

南北           ５.1㎞ 

(出典 R２年度長野市統計書) 

 

・長野市の気象（2020年） 

最高気温    ３７.2℃ 

最低気温     －８.8℃ 

降水量    １，０２９mm 

最大瞬間風速   ２２.3ｍ 

最大平均風速   １４.2ｍ 

(出典 長野地方気象台) 

・川中島支所標高  ３５８ｍ 
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避難者(１日後) 1,497人 160人 

避難者(２日後)       6,728人 ２,588人 

避難者(１週間後)    5,245人 1,545人 

避難者(１か月後) 4,798人 975人 

上水道被害 24か所 14か所 

都市ガス停止戸数(直後) 492戸 ０戸 

(2) 水害による被害 

・防災アセスメント調査(水害・土砂災害)川中島地区     別図３ 

 100年に１度程度起こる大雨により発生する洪水は、四ツ屋区、若葉町区 

本町区、上氷鉋区、三本柳西区で、最大２メートルの浸水が想定される。 

・犀川浸水想定区域図(1000年に１度程度の降雨)       別図４ 

 川中島地区全域が、最大３メートルの浸水が想定される。 

・千曲川浸水想定区域図(1000 年に１度程度の降雨)     別図５ 

 北端は、今井区、今井原区、北原区、御厨区まで浸水し、国道昭和区、 

南原区も含めほぼ全域で、最大５メートルの浸水が想定される。 

・千曲川犀川浸水想定区域図(1000 年に１度程度の降雨)  別図６ 

 川中島地区全域が、最大５メートルの浸水が想定される。 

  ・自宅の浸水深と浸水継続時間を把握する。 

   国土交通省の浸水ナビ(※)を使って、破堤位置によるはん濫規模と時間 

経過による、わが家の最大浸水深と、浸水到着時間等のシミュレーション 

ができます。 

※地点別浸水シミュレーション検索システム 

「浸水ナビ」で検索  https://suiboumap.qsi.qo.jp /                       

 

 
破堤位置を指定 浸水地点の時間経過毎に、最大浸水深等を表示 
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この浸水ナビシステムにより、時間経過とともに自宅の浸水深がわかります。 

 

重要水防区域(管理上危険が予想される場所) 

河 川 程度 延長 数 場所(目標) 水位 予想危険 水防工法 

犀川右岸 B 70m 1 篠ノ井小松原（旧犀川ｻｲﾎﾝ下流） 0.0 堤防断面不足 積土嚢 

犀川右岸 B 160m 1 篠ノ井小松原（旧犀川ｻｲﾎﾝ下流） 0.0 水衝・洗掘 木流し 

(3) 土砂災害(土石流・地滑り・崖崩れ)による被害 

    川中島地区は、平坦地のため土砂災害は発生しない。 

 

４ 地形及び土地利用等 

この川中島地区は、犀川及び千曲川に挟まれた扇状地として発展し、1998 年

の長野冬季五輪を契機に長野南バイパスの整備や、JR 今井駅の設置など都市整

備が進みました。人口も、旧オリンピック選手村として活用した今井ニュータウ

ンの新設など、現在も若干の増加傾向にあります。 

川中島平は、水稲や果樹等を中心とした農業地帯でありましたが、現在は商業

地域の拡大や住宅の新築が進むなど、発展を続けています。 

弘化４年(1847)３月 24日の善光寺地震と、この地震で犀川がせき止められた

ダム湖が４月 13日に決壊して大洪水が発生、川中島平全域にわたって甚大な被

害が発生しました。 

この災害を除くと、近年川中島地区では大災害は発生していない。また、年間

の降水量は 1,000 ㎜程度であり降雪量も少ない環境のため、比較的安全で安心

浸水位置を指定 
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して暮らせる地域だと言われています。ただし、想定外の災害も発生しますので、

日頃から万全な体制をとることが重要です。 

 

５ 活動の方針と体制 

(1) 活動方針 

  各自主防災会(区)を中心に、災害による被害を軽減するため、平常時、 

災害時ともに地区住民が協力・連携し、「自分のまちは自分たちで守る。」 

活動を進め、まちコミニュテイーを後世に引き継いでいく活動を推進しま 

す。 

(2) 取組みの体制 

  川中島地区自主防災会連絡協議会(川中島町住民自治協議会)と、各自主 

防災会が連携して、平常時は地区内のまちづくり活動、災害時には構成団 

体・協力団体と連携して、災害活動を行います。 

※〇〇自主防災会 防災計画(例) 参照 

※災害対策本部 運営マニュアル 参照 

※自主防災会 報告マニュアル  参照 

 (3)災害対策本部の設置 

   次の設置基準に該当する災害が発生、または発生する恐れがある場合に

は、本部長(川中島地区自主防災会連絡協議会長)は災害対策本部を川中島

支所内に設置する。 

各自主防災会長(区長)は、各区に配置した「簡易無線機」の電源を入れ

る。 

  <設置基準> 

本部長は参集者を指定し、「町災害対策本部」を設置する。 

・長野市に震度５弱以上の地震が発生したとき(正副会長は自動参集) 

   ・長野市から避難情報が発令されたとき 

・川中島地区及び更北、篠ノ井地区に甚大な被害が発生したとき 

  ・川中島地区内に水害発生の恐れがあり、本部長が必要と判断したとき 

  ・市又は関係機関からの情報により、被害が発生すると予想されるとき 

  ・自主防災会(区)からの応援要請があったとき 

  ・その他本部長が必要と判断したとき 

  (4) 連絡体制  

・正副本部長(正副会長)は、担当管轄内の区長への連絡を行う。 

  ・事務局長は、副会長(区長以外)、町公民館長、構成団体及び協力団体へ 

の連絡を行う。 

  ・各自主防災会(区)において独自の連絡網を作成し、顔の見える関係を構 
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築する。 

 

６ 具体的な取組み 

(1) 平常時の取組み 

 ア 日頃から防災に関する情報の収集等に努める。 

緊急時の通報先・情報収集先 

内          容 連絡先及びアドレス 

火事・救急の通報 119 

事件・事故の通報 110 

災害に関する 

異常現象の通報 

長野中央警察署 026-244-0110（代） 

長野南警察署 026-292-0110（代） 

長野市消防局 026-227-8000（代）  

篠井消防署 026-292-0119 

篠井消防署更北分署 026-284-8119 

新型コロナウィルス等

の感染症対応 
長野市保健所 026-226-9964 

安否の確認 

NTT 

「災害用伝言ﾀﾞｲﾔﾙ」 
171（大規模災害のみ） 

携帯電話各社 

「災害用伝言板」 
（大規模災害時のみ） 

気象情報の確認 

気象庁 
気象庁

https://www.jma.go.jp/jma/index.html 

長野地方気象台 

長野地方気象台  177 

https://www.jma-net.go.jp/nagano/ 

026-232-2037（気象情報）ﾃﾚﾎﾝｻｰﾋﾞｽ 

日本気象協会 日本気象協会  https://tenki.jp/ 

雨量・水位・土砂災害

確認 
長野市 

防災ナビ ・ 雨量情報  

https://www.city.nagano.nagano.jp/ 

026-223-4003（雨量自動応答） 

026-223-4002（水位自動応答）  

0120-479-231 

(防災行政無線 音声自動応答) 

http://www.jma.go.jp/jma/kishou/info/keitai.html
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/info/keitai.html
http://www.jma-net.go.jp/nagano/
http://www.tenki.or.jp/
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長野県 

長野県河川砂防情報ｽﾃｰｼｮﾝ 

https://www.sabo-

nagano.jp/res/portal.html 

国土交通省 

国土交通省【川の防災情報】 

携帯電話ホームページ 

http://i.river.go.jp/cgi-ippan/title.sh  

千曲川河川事務所 

防災／災害情報   

    千曲川・犀川浸水想定区域図 

             浸水継続時間 

   千曲川はん濫シミュレーション 

河川の映像 千曲川河川事務所 千曲川・犀川ライブ映像  

火事の確認 長野市消防局 026-228-7000（自動応答） 

※長野市防災ナビからは、次の情報が得られますので登録しましょう!  

①天気予報   ②防災情報(地震・気象)   ③防災行政無線 

④避難所検索  ⑤安否登録   ⑥長野市ホームページ等へのアクセス 

  

※データー放送を活用した情報収集 

http://www.sabo-nagano.jp/dps/
http://www.river.go.jp/
http://i.river.go.jp/cgi-ippan/title.sh
http://www.hrr.mlit.go.jp/chikuma/livecamera/index.html


10 

 

 
イ 非常持出品や備蓄等の準備 

※○○地域公民館 避難所開設・運営マニュアル(例)  参照 

 ウ 防災訓練 

   川中島町総合防災訓練は、毎年９月頃実施する。川中島・中津・御厨地区

が、毎年持ち回りで会場を代えて実施する。 

 エ 指定避難所・避難経路の確認等  

主な避難場所・避難所 

指定緊急避難場所 
避難可能な災害の種類 避難所 

兼ねる 洪水等 土砂災害 地 震 大規模な火事 

川中島中学校（防災備蓄倉庫有） ○ ※1 ○ ○ × ○ 

川中島小学校 ○ ※1 ○ ○ × ○ 

昭和小学校 ○ ※1 ○ ○ × ○ 

三本柳小学校 ○ ※1 ○ ○ × ○ 

川中島町公民館 ○ ※1 ○ ○ × ○ 
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川中島体育館 × ○ ○ × ○ 

御厨公園 × ○ ○ × - 

氷鉋公園（防災備蓄倉庫有） × ○ ○ × - 

三本柳中央公園 × ○ ○ × - 

ドリームモータースクール昭和 × ○ ○ × - 

共和小学校 ○ ○ ○ × ○ 

※１ 洪水により 1階の高さが浸水する恐れがあるので、2階以上に避難する。 

※詳細は、災害対策本部 運営マニュアル 参照 

※住自協が協定している「災害時の一時自主避難場所等に関する協定」締結状況 

 ①川中島町公民館３分館自主避難所 

  ・川中島分館  川中島町上氷飽 1384-14 

  ・中津分館   川中島町今井 7-2 

  ・御厨分館   川中島町御厨 629-1 

  ②社会福祉施設等との協定 

  ・特別養護老人ホーム「サンビラかわなかじま」 川中島町今里 610 

  ・特別養護老人ホーム「博仁会川中島桜荘」   川中島町今里 1034-1 

  ・「ケアハウス南長野」             川中島町今井原 11-8 

  ・ドンキホーテ川中島店 屋上駐車場       川中島町御厨 981 

   ③地域公民館を活用した避難所 

※○○地域公民館 避難所開設・運営マニュアル(例)  参照 

オ 避難行動要支援者の連絡、支援体制について 

   ※避難行動要支援者 支援マニュアル 参照 

 カ 家庭での取組みへの普及・啓発 

   各自主防災会は、消火器、住宅用火災警報器等の普及に努めるとともに、

家庭でできる防災活動にも積極的に取組んでいくことが大切です。 

(2) 災害時の取組み(各自) 

 ア 地震の場合 

  ・身の安全の確保 

  ・出火防止と初期消火 

  ・隣近所と連携して救出救護活動 

  ・隣近所声を掛け合って避難 

 イ 風水害の場合 

  ・発災前から情報収集に努める。 

  ・非常持出し品の確認 
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  ・早めの避難に心がける。 

  ・避難先 

   市指定避難所、又は地域公民館等への状況に応じて立退き避難する。 

   安全な親戚・知人宅への立退き避難する。 

   安全なホテル・旅館等への立退き避難する。 

自宅又は隣家等への避難は、少しでも上階へ避難する(ハザードマップで 

浸水深を確認)。    

市指定避難所開設については、マニュアルを参考に協力して開設する。 

※自主防災会 報告マニュアル  参照 

 ※指定避難所開設・運営 基本マニュアル  参照 

 ※指定避難所開設・運営 実務マニュアル 様式集  参照    

・避難のタイミングについて、家族で話し合う 

 

 警戒レベル毎の対応(地域の取組み) 

  ①警戒レベル１(気象状況悪化の可能性) 

   今後の気象情報に注意をはらいます。 

  ②警戒レベル２(気象状況の悪化) 

   備蓄品や一時避難場所など災害対応の準備を行い、災害の危険性を地区
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住民に周知します。 

  ③警戒レベル３(災害の恐れあり → 高齢者等避難) 

   支えあいマップ等により、避難行動要支援者(高齢者や障害のある人等)

の避難支援を行いつつ、自身も避難の準備を行います。また、危険が予想さ

れる河川等へは、近づかないよう注意喚起を行います。 

  ④警戒レベル４(災害の恐れが高い → 避難指示) 

   地区住民を避難所へ速やかに誘導します。避難所への移動がかえって危

険と判断される場合は、近くの一時避難場所や、自宅内の安全な場所等への

避難を促します。 

  ⑤警戒レベル５(災害発生又は切迫 → 緊急安全確保) 

   命を守ることを最優先とし、最善の行動に努めます。 

  ※長野市長が発令する「高齢者等避難」「避難指示」には躊躇なく従い、自

身や家族の命を守ることを最優先に、隣近所に声を掛け合って避難する。 

ウ 大雪災害の場合 

  ①事前の準備(各自) 

   ・積雪による交通支障や物流の停止に備えて、水・食料・灯油等の準備 

   ・持病の処方薬を切らさないよう、少し多めの管理 

   ・長期停電に備えて、使い捨てカイロ、予備電源、懐中電灯、携帯ラジオ 

等の常備 

   ・家屋等の豪雪への備え 

   ・スコップ等の除雪用具の準備 

   ・情報収集に努め、早めの備えを実施 

  ②除雪作業(協働) 

   ・通学路や利用者の多い交通安全上重要な歩道、高齢者世帯等の除雪作業

が困難な世帯を中心に、隣近所が協力して除雪作業の実施 

 

７ 計画作成後の取組み 

毎年実施する総合防災訓練等を通じて検証し、継続して見直しを行うこと。 

また、各区、自治会等の単位で防災マップを作成して、日頃から防災に対す 

る意識を高める。 

・防災関連施設位置図     別図７ 

 

 

 

第３ 防災活動の内容 
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  本部長(川中島町住民自治協議会長)は、災害が発生又は発生が予想される 

時は迅速に災害対策本部を設置し、災害対策本部運営マニュアルにより川中

島支所及び関係機関と連携して災害対応にあたる。 

 自主防災会長(区長)は、区内又は近隣の区で災害が発生又は発生が予想さ 

れる時は、迅速に対策本部を設置し、○○自主防災会防災計画(例)により川中

島町住民自治協議会災害対策本部と連携して災害対応にあたる。 

なお災害発生時の対応は、自身の安全を最優先に活動すること。 

 

第４ 実践と検証 

防災意識の普及啓発と人材育成等 

  地区住民の防災意識を向上させ、災害に対応できる人材を育成するため、

クロスロードゲーム(二者択一式ゲーム)、ＤＩＧ(災害図上訓練)、ＨＵＧ(避

難所運営ゲーム)等の普及啓発活動や、小中学生に対する防災教育を、地域の

防災関係団体と協力して実施していくことが重要です。 

 この防災計画を活用して、いざというときに地域コミュニティ毎に、効果

的な防災活動が実施できるよう防災意識の啓発に努めるものとする。 

防災活動をきっかけとして共助による活動が活発化し、良好な地域コミュ

ニティの関係を構築することにも繋がっていきます。 

この地区計画が、地域コミュニティの維持や、地域の活性化、まちづくり

に寄与することが期待されます。 



長野市の災害 【地震】 

 

 

 

 

長野市付近の主要活断層帯の位置 

長野盆地西縁断層帯の地震 
マグニチュード 7.8 

糸魚川－静岡構造線断層帯（全体）の地震 
マグニチュード 8.5 

糸魚川－静岡構造線断層帯（北側）の地震 
マグニチュード 8.0 

震
度
分
布
図 

液
状
化
危
険
度 

断層イメージ 

 

長野市では、1847年の善光寺地震（長野盆

地西縁断層帯の活動）や 2014年神城断層の

地震（糸魚川－静岡構造線断層帯の一部が活

動）などによって、大きな被害が発生していま

す。 

右の図は、平成 27年 3月に長野県が実施し

た地震被害想定調査を参考に、長野市に大き

な影響をおよぼす３つの地震について、震度分

布・液状化危険度を示しています。 

なお、被害想定調査は、地震の規模や断層

の活動範囲など、ある一定の条件を設定して行

っています。このため、実際の地震が想定どおり

になるとは限りません。 

①長野盆地西縁断層帯 

③糸魚川－
静岡構造線
断層帯北部 

②糸魚川－静岡構造線
断層帯全体 

長野市に大きな影響をおよぼす地震 

長野市 



防災アセスメント調査（地震）

長野盆地西縁断層
●震度予測図 ●地震動による建物被害率（全壊） ●地震被害予測結果

▼地震動

▼建物被害

▼火災被害数（冬の１８時の場合）

▼人的被害（冬の１８時の場合）

▼ライフライン被害

▼被害の様子

糸魚川-静岡構造線断層帯（全体）
●震度予測図 ●地震動による建物被害率（全壊） ●地震被害予測結果

▼地震動

▼建物被害

▼火災被害数（冬の１８時の場合）

▼人的被害（冬の１８時の場合）

▼ライフライン被害

▼被害の様子

地区名 川中島

震 度 震度６弱～震度６強

全壊 482棟 3.8%
半壊 1,662棟 13.0%

全出火件数 2件 0.0%
炎上出火件数 1件 0.0%
残出火件数 1件 0.0%
焼失棟数 0棟 0.0%

死　　者 28人 0.1%
負 傷 者 353人 1.3%
重 傷 者 86人 0.3%

自力脱出困難者 80人 0.3%
避難者（1日後） 1,497人 5.5%
避難者（2日後） 6,728人 24.6%

避難者（1週間後） 5,245人 19.2%
避難者（1ヶ月後） 4,798人 17.5%

震 度 震度５強～震度６弱

最大震度6強の揺れや千曲川沿いの液状化により、全壊建物約
480棟（全壊率約4％）、28名の死者が予測される。

上水道管被害 24箇所
都市ガス停止戸数（直後） 492戸

全壊 21棟 0.2%
半壊 412棟 3.2%

全出火件数 0件 0.0%
炎上出火件数 0件 0.0%
残出火件数 0件 0.0%
焼失棟数 0棟 0.0%

死　　者 1人 0.0%
負 傷 者 65人 0.2%
重 傷 者 3人 0.0%

自力脱出困難者 4人 0.0%
避難者（1日後） 160人 0.6%
避難者（2日後） 2,588人 9.5%

避難者（1週間後） 1,545人 5.6%
避難者（1ヶ月後） 975人 3.6%

最大震度6弱の揺れや千曲川沿いの液状化により、全壊建物21
棟（全壊率約0.2％）、1名の死者が予測される。

上水道管被害 14箇所
都市ガス停止戸数（直後） 0戸

50％以上

20～50％

10～20％

～10％

全壊なし

地震動による全壊率
50mメッシュ別

50％以上

20～50％

10～20％

～10％

全壊なし

地震動による全壊率
50mメッシュ別

震度4

震度5弱

震度5強

震度6弱

震度6強

震度7

震度分布
50mメッシュ別

震度4

震度5弱

震度5強

震度6弱

震度6強

震度7

震度分布
50mメッシュ別

地区別防災カルテ　様式２－１



防災アセスメント調査（水害・土砂災害）

●水害・土砂災害危険箇所
▼土砂災害警戒区域

▼土砂災害特別警戒区域

▼土砂危険箇所（県建設部所管）

▼浸水想定区域

▼孤立可能性のある集落

▼災害履歴

▼防災課題

※

地区名 川中島

土石流 0箇所
急傾斜地 0箇所
地すべり 0箇所

土石流 0箇所
急傾斜地 0箇所
地すべり 0箇所

土石流 0箇所
急傾斜地 0箇所
地すべり －

想定最大規模 最大10.0m

　土砂災害の警戒区域・危険箇所
は無く、土砂災害被害はほとんど無
いものと考えられる。
　地区内の全域で千曲川・犀川の
はん濫により最大10.0mの浸水が想
定され、避難所も浸水想定区域内
にあることから、多数の住民の安全
な避難支援や長期避難への対応が
課題である。

最大規模浸水想定区域はおよそ1000年に1回の確率の最大規模降雨による浸水状況をシミュレーションで求めたもので、令和4年1月末公表済みの結果について全て重ね合わせたものです。その他の計画規模浸水想定区域は最
大規模浸水想定区域にかからない中小河川においておよそ100年に1回の確率の降雨による浸水の状況をシミュレーションで求めたものです。想定される浸水が実際と異なる場合があります。

氾濫流

河岸侵食

家屋倒壊等氾濫想定区域

20m以上

10～20m未満

5～10ｍ未満

3～5m未満

0.5～3m未満

浸水深 0.5m未満

想定最大規模浸水想定区域
令和4年1月時点公表済みの河川による

5m以上

2～5ｍ未満

1～2m未満

0.5～1m未満

浸水深 0.5m未満

計画規模の浸水想定区域

想定最大規模浸水想定区域以外の
平成27年以前に公表されていた河川の

地すべり

土石流

急傾斜地

土砂災害警戒区域

土石流

急傾斜地

土砂災害特別警戒区域

地すべり危険箇所

土石流危険渓流

土石流危険区域

急傾斜地崩壊
危険箇所

土砂災害危険箇所
県建設部所管のその他の

鉄道(新幹線以外)

新幹線

水防倉庫

防災備蓄倉庫

避難所

緊急輸送道路

水面

災害の種類により使用不可となる
場合がある(様式1-2参照)

地区別防災カルテ　様式２－２



 

犀川浸水想定区域図(１０００年に１度の想定最大規模降雨) 

 



 

 

千曲川浸水想定区域図(１０００年に１度の想定最大規模降雨) 

 



 

千曲川・犀川浸水想定区域図(1000 年に１度の想定最大規模降雨) 

 



防災関連施設位置図
地区名 川中島

凡例
避難所

避難場所

広域避難場所

防災関係機関
（国・県・市の役所等）

公民館

病院

応急救護所設置施設

消防団詰所

消防団器具置場

防災備蓄倉庫

水防倉庫

保育所施設
（保育園、認定こども園）

幼稚園
（上記の保育所施設以外）

その他の要配慮者利用施設
「*」は複数の登録施設が存在

緊急輸送道路（高速道路）

緊急輸送道路（県一次）

緊急輸送道路（県二次）

緊急輸送道路（市）

新幹線

鉄道（新幹線以外）

防災行政無線

水域

地区別防災カルテ　様式３



河川名 観測所名 位置 所在地 標高 水防団待機水位 はん濫注意水位 避難判断水位 はん濫危険水位 既往記録水位

千曲川 塩名田 右岸285k 佐久市御馬寄 610m 2.2m 3.0m 3.3m 3.9m
H16.10.20  24時

3.9m

千曲川 生田 右岸261k 上田市生田字下梨平 463m 0.8m 1.9m 3.1m 4.0m
R1.10.12  21時

5.8m

千曲川 杭瀬下 右岸235k 千曲市杭瀬下 356m 0.7m 1.6m 4.0m 5.0m
R1.10.12  22時

6.39m

犀　川 熊倉 右岸287k 安曇野市高家字寺村 550m 3.5m 4.0m 5.8m 6.0m
H18.7.19  10時

4.86m

犀　川 陸郷 右岸272k 安曇野市明科南陸郷 499m 2.5m 3.3m 4.5m 4.8m
H18.7.19  10時

5.75m

   犀　川　
弘崎

(県管理)
長野市信州新町弘崎 3.6m 5.2m 6.8m 7.5m

犀　川 小市 左岸227k 長野市川中島町四ツ屋 360m ﾏｲﾅｽ0.5m 0.0m 1.5m 1.8m
S28.9.26  3時

3.95m

千曲川 立ヶ花 右岸204k 中野市立ヶ花 324m 3.0m 5.0m 7.5m 9.2m
R1.10.13  4時

12.46m

出水時の到着時間

河川名 到達時間 距離 平均時速 標高差

千曲川 ７時間３０分 57㎞ 7.6㎞ 139m

犀　川 ８時間２０分 83㎞ 9.9㎞ 226m

中野出張所管内 松本出張所管内

飯山市 今井川 千曲市 杭瀬下

飯山市 柏尾橋 千曲市 粟佐橋

飯山市 広井川 千曲市 平和橋

飯山市 菜の花公園

飯山市 中央橋 千曲市 冠着橋

飯山市 古牧橋

中野市 笠倉

中野市 替佐 坂城町 坂城大橋

中野市 上今井橋

中野市 栗林 上田市 上田橋

中野市 立ケ花

小布施町 小布施橋

佐久合同庁舎

千曲市 若宮

坂城町 笄橋

坂城町 鼠橋

千曲市 姥捨

上田市 国分

上田市 生田

松本市 赤松

水位観測所位置図千曲川水系　水位観測所　一覧表

※出典　国土交通省千曲川河川事務所ホームページ(防災情報課)提供

観測所間

   生田→立ヶ花　

熊倉→立ヶ花

長野市 関崎橋

長野市 小島田

長野市 小森

長野市 篠ノ井橋

長野市 塩崎

長野市 丹波島橋

長野市 小市橋

長野市 小市橋上流

長野市 落合橋

長野市 五輪大橋下流

長野市 長野大橋

安曇野市 陸郷

安曇野市 木戸橋

別表　１

犀　　　　川

戸倉出張所管内

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
設
置
場
所

※千曲川河川事務所ホームページから２４時間閲覧可能です。

安曇野市 犀川合流点

安曇野市 田沢橋

松本市 下田

松本市　島内

松本市 下島橋

千　　　曲　　　川

長野出張所管内

長野市 長沼

長野市 村山

長野市 屋島

長野出張所管内


